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▶できていますか？いざというときのための準備
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指
定
避
難
所
へ
の
避
難

　

本
町
で
は
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
10

カ
所
の
施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
お
住
ま
い
の
地
区
の
小
学
校

が
避
難
所
と
な
り
ま
す
が
、
災
害
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
他
の
公
共
施
設
が
指
定
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
所
を
開
設
す
る
際
に
は
、
防
災
行
政

無
線
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
に
配

信
さ
れ
る
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
町
か
ら
の

情
報
を
正
確
に
受
け
取
り
、
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

「
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
」そ
の
時
に

　

大
雨
な
ど
の
際
は
、
防
災
行
政
無
線
が
聞

こ
え
な
い
（
聞
き
取
れ
な
い
）
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
☎
68
―

０
１
２
０
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
、
最
新

の
放
送
内
容
か
ら
順
に
、
過
去
の
放
送
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
聞
い
た
こ
と
が
無
い

方
は
、
災
害
時
に
備
え
、
試
し
に
い
つ
で
も

お
か
け
く
だ
さ
い
。

できていますか？
いざというときのための準備
　災害からご自身やご家族の命を守るためには、いざという時に慌
てないよう、日ごろから避難行動のとり方や、避難時に必要となる
ものを備えておくことが大切です。
　ここでは、大規模災害などの有事に備えて、各家庭で準備して
いただきたい事項について紹介します。

☎0235-
68-0120
防災行政無線の内容

を確認できます。
※ 最新の内容から順に流れま

す。（時報の音楽を含む）
※ 試しに、いつでもおかけく

ださい。

防災行政無線が
聞こえない

聞き取れない時は

避
難
所
に
行
け
ば
も
う
安
心
？

　

本
町
で
は
、
避
難
所
用
の
備
蓄
品
と
し
て
、

毛
布
、
簡
易
テ
ン
ト
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
備
蓄
品
に
は
数
に
限
り
が
あ
り
、

避
難
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
、
全
員
に
行
き

渡
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

町
で
は
飲
料
や
食
料
の
備
蓄
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
災
害
発
生
時
は
、
支
援
協
定
に
基
づ

き
、
民
間
企
業
か
ら
提
供
を
受
け
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
国
や
県
な
ど
に
支
援
を
要
請

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
物
資
が
届

く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
避
難
所
を
開
設
し
て
間
も
な

い
時
期
に
お
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
、

家
庭
内
で
備
蓄
し
て
い
た
食
料
品
な
ど
を
、

ご
自
身
で
持
参
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本町の指定避難所一覧
施　設　名　称

横山・東郷・押切小学校
三川中学校

三川町民体育館、アスレなの花
三川町社会福祉センター
みかわ保育園・幼稚園
なの花ホール
テオトル

食
料
・
飲
料
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う

　

食
料
の
備
蓄
は
、
最
低
３
日
分
、
で
き
れ

ば
１
週
間
分
備
蓄
し
て
お
く
と
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
災
害
支
援
物
資
が
３

日
以
上
到
着
し
な
い
こ
と
や
、
物
流
機
能
の

停
止
に
よ
っ
て
、
１
週
間
は
食
品
が
手
に
入

ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
の
習
慣
を
！

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
（
循
環
備
蓄
）
と

は
、
左
の
図
の
よ
う
に
、
備
蓄
用
の
食
品
を

賞
味
期
限
の
古
い
物
か
ら
消
費
し
、
消
費
し

た
分
を
買
い
足
す
こ
と
を
繰
り
返
す
方
法
で

す
。
慣
れ
な
い
避
難
所
で
の
生
活
や
不
安
で

い
っ
ぱ
い
の
非
常
時
に
、
日
ご
ろ
か
ら
食
べ

慣
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
は
、
不
安
の
軽

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
を
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

1 備える

3 買い足す 2 使う

ローリング
ストック

（循環備蓄）の流れ

食料品日用品
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災
害
が
お
き
た
ら 

ま
ず
は「
自
助
」

活
用
し
て
い
ま
す
か
？ 

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

こ
れ
ま
で
、
全
国
各
地
で
の
災
害
で
は
、「
自
助

（
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
）」、「
共
助
（
自
分

で
で
き
な
い
こ
と
は
地
域
で
協
力
し
合
っ
て
）」、

「
公
助
（
地
域
で
で
き
な
い
こ
と
は
行
政
が
）」
の
う

ち
、「
自
助
」
の
意
識
が
低
い
と
こ
ろ
ほ
ど
、
被
害

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
町
で
は
「
三
川
町
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
災
害
対
応
の
基
本
で
あ
る
「
自

助
」
に
つ
い
て
、
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

自
分
と
家
族
の
命
を
守
る
た
め
の
災
害
へ
の
備
え
と
、

災
害
が
発
生
す
る
前
に
取
る
べ
き
行
動
な
ど
に
つ
い

て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

役
場
総
務
課 

危
機
管
理
係
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 災害時の安否情報がやりとりできるサービス「災害用伝言ダイヤル」 
　災害用伝言ダイヤル「171」は、災害発生時、被災地への電話がつながりにくくなった場合に提供
が開始される声の伝言板です。家族、知人などの安否を電話で確認することができます。もしもの
時に備え、ご利用方法を覚えておいてください。

１７１
災害用伝言ダイヤル

自宅や外出先から、電話で「171」をダイヤル

※�毎月1日・15日、正月三が日、防災とボランティア週間（1月15日～21日）などに体験利用がで
きます。

■伝言の録音方法

■使い方のポイント
①電話番号：家族でどの番号か決めておく　②録音内容：下記の「あいたいよ」を参考に録音する

■伝言の再生方法

覚えておいて!
171でお伝えすること：

「あいたいよ」

あ あなたの名前は？（フルネームを伝えて!）
い いまいる場所は？（具体的な場所を伝えて!）
た だれといっしょか？（一緒に避難している方も伝えて!）
い いたいところはあるか？（ケガや体調について伝えて!）
よ よこく（次の連絡はいつか、次回の予定を伝えて!）

伝言の録音をする（30秒以内）

録音の場合1をダイヤルする 再生の場合2をダイヤルする

伝言の録音内容を確認する

　　　　　　 をダイヤルする

⬇ガイダンスが流れます

⬇ガイダンスが流れます
連絡を取りたい被災地の方の固定電話番号または携帯電話等の番号をダイヤルする

⬇ガイダンスが流れます

171

0
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財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

　

表
２
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
財
政
の

健
全
さ
を
判
断
す
る
５
つ
の
指
標
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
指
標
が
１
つ
で
も
基
準
を
超

え
た
場
合
は
、
早
期
健
全
化
団
体
（
自
主

的
に
財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
ま
た

は
、
財
政
再
生
団
体
（
国
の
管
理
を
受
け

財
政
再
建
に
取
り
組
む
団
体
）
と
な
り
ま

す
が
、
本
町
は
す
べ
て
国
が
定
め
る
基
準

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳入歳入
61億

3,155万8千円

地方交付税
1,855,730千円
（30.3%）

国庫支出金
776,829千円
（12.7%）

町　債
543,900千円
（8.9%）

財産収入
寄 附 金
諸 収 入
509,375千円
（8.3%）

繰入金
493,518千円（8.0%）

県支出金
393,358千円（6.4%）

たばこ税
70,148千円
（7.1%）

軽自動車税
31,108千円
（3.2%）

入湯税
14,737千円（1.5%）

地方譲与税・交付金
293,550千円（4.8%）

繰越金
244,339千円（4.0%）

使用料及び手数料
20,107千円（0.3%）

分担金及び負担金
19,199千円（0.3%）

町税の
内訳 固定資産税

478,861千円
（48.8%）町民税

386,799千円
（39.4%）

町　税
981,653千円
（16.0%）

表 1

区　　　　分 令和叅年度決算額（千円）
歳 入 歳 出 歳入歳出差引

一 般 会 計 6,131,558 5,815,871 315,687

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 740,710 718,948 21,762
後期高齢者医療 89,191 86,704 2,487
介 護 保 険 820,675 788,285 32,390
農業集落排水事業 170,325 170,325 0
下 水 道 事 業 361,732 361,732 0

（　）内は構成比率

表 2
項　　目 三　川　町 前 年 比 早期健全化

基 準
財 政 再 生
基 準

実質公債費比率
（ ３ カ 年 平 均 ） 10．6% ▲0．8% 25．0% 35．0%

将 来 負 担 比 率 111．5% ▲6．3% 350．0% ―

実 質 赤 字 比 率 実質赤字なし ― 15．0% 20．0%

連結実質赤字比率 連結実質赤字
なし ― 20．0% 30．0%

資 金 不 足 比 率 資金不足なし ― 20．0% ―

決
算
報
告

決
算
報
告

令和3年度

　
令
和
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
認
定

さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
⓺㆒
億
３
，１
５
５
万
８

千
円
、
歳
出
決
算
額
は
⓹⓼
億
１
，５
８
７
万
１
千
円
で

歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億
１
，５
６
８
万
７
千
円
と
な

り
、
そ
の
う
ち
４
５
４
万
７
千
円
が
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
事
業
に
充
て
る
財
源
と
な
る
た
め
、
実
質
的
な
収

支
額
は
３
億
１
，１
１
４
万
円
と
な
り
ま
す
。（
表
１
）



₅ 2022.10.15

商工費

57,528円

教育費

113,464円

【財政調整基金】 5億235万9千円
【減 債 基 金】 6,806万5千円
【ふるさと基金】 4億180万円
【温泉施設基金】 7,534万6千円
【教育施設整備基金】 2億8,497万5千円
【国際交流基金】  1,212万8千円
【リーディングファーマーズ銀行基金】
 209万3千円

【森林環境譲与税基金】  152万4千円

基金の状況（令和叅年度末現在）

◆
一
般
会
計
の
概
要

　

令
和
３
年
度
は
、
令
和
2
年
度
に
比
べ
歳
入
・
歳
出
と

も
に
２
割
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
特
別
定
額
給
付
金
の
財
源
と
な
る
国
庫
支
出

金
が
皆
減
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
鶴
岡
市
一
般
廃
棄

物
等
処
理
施
設
整
備
負
担
金
に
充
て
る
た
め
の
町
債
発
行

額
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
16
億
１
，

７
１
９
万
４
千
円
（
20
・
９
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
地
域
通
貨
「
菜㋤

の㋨

Ｃ㋕ａ
」
の
発
行
に
よ
る
消
費

活
動
の
喚
起
や
、
米
価
下
落
の
影
響
を
受
け
た
農
家
へ
の

支
援
、
子
育
て
世
帯
・
生
活
困
窮
世
帯
の
生
活
支
援
、
そ

の
他
感
染
症
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
一
方
、
特

別
定
額
給
付
金
の
皆
減
や
、
鶴
岡
市
と
の
協
定
に
基
づ
く

一
般
廃
棄
物
等
処
理
施
設
の
整
備
負
担
金
が
減
少
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
16
億
８
，
８
５
４
万
２
千
円

（
22
・
５
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見

込
め
な
い
中
、
行
政
課
題
を
的
確
に
と
ら
え
、
町
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

用
語
説
明

◇
標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な
状
態
で
、

通
常
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
規

模
を
示
す
も
の
で
、
通
常
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
必
要
な
一
般

財
源
の
目
安

◇
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
地
方
債
の
元

利
償
還
金
や
準
元
利
償
還
金
（
他
会
計
へ

の
繰
り
出
し
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
等
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
（
他

会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含
む
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

◇
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒

字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

（
資
金
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合
は
比
率
な
し
）

◇
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
額
の
事

業
の
規
模
に
対
す
る
比
率
（
黒
字
の
場
合

は
比
率
な
し
）

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
財
政
係

☎
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歳出歳出歳出
58億

1,587万1千円

消防費
218,986千円（3.8%）

総務費
799,641千円
（13.8%）

民生費
1,376,982千円
（23.7%）

教育費
826,246千円
（14.2%）

農林水産業費
415,413千円
（7.1%）

議会費
65,134千円（1.1%）

労働費
4,220千円（0.1%）

商工費
418,916千円
（7.2%）

土木費
460,902千円
（7.9%）

公債費
431,680千円
（7.4%）

衛生費
797,751千円
（13.7%）

町民一人当たりの決算額
（令和㆕年叅月叅㆒日現在人口柒，㆓⓼㆓人）

民生費

189,094円

消防費

30,072円

衛生費

109,551円

議会費

8,945円
労働費

579円

総務費

109,811円

土木費

63,293円

公債費

59,280円
農林水産業費

57,047円
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国民健康保険（令和叅年度の保険給付状況）
一般被保険者分 退職被保険者分

件　数 保険給付額 件　数 保険給付額
療養の給付費等計 27,622件 414,805千円 0件 0千円
療 養 費 等 523件 2,720千円 0件 0千円
高 額 療 養 費 1,002件 55,856千円 0件 0千円
高額介護合算療養費 0件 0千円 0件 0千円
合　　　　計

（年間平均被保険者）
29,147件

（1,511人）
473,381千円 0件

（0人）
0千円

後期高齢者医療制度（令和叅年度の保険給付状況）
件　数 保険給付額

入 　 　 　 院 971件 469,547千円
入 　 院 　 外 19,171件 270,600千円
歯 　 　 　 科 2,167件 26,755千円
調 　 　 　 剤 12,575件 140,935千円
食 事 ・ 生 活 ※（922件） 14,396千円
訪 問 看 護 28件 1,895千円
療養の給付費等計 34,912件 924,128千円
療 養 費 等 194件 2,213千円
負 担 割 合 差 額 ⎝23件⎠ 118千円
高 額 療 養 費 1,702件 31,930千円
高額介護合算療養費 77件 1,038千円
合　　　　計

（年間平均被保険者数）
36,885件

（1,231人）
959,427千円

※ 食事・生活療養費
の件数は入院の内
数です。

　

本
町
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
給
付
額

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

○
問
合
せ
先　

　

役
場
町
民
課

　

国
保
係

☎
35
―
７
０
２
８

　

本
町
の
下
水
道
事
業
は
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
独
立
し
た
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
２
つ
の
会
計
に
よ
り
事
業
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
特

別
会
計
を
合
わ
せ
た
下
水
道
事
業
の
う
ち
、
令
和
３
年
度
の
管
理
運
営
費
の
決
算
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況

○
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境
課

　

環
境
整
備
係

　

☎
35
―
７
０
３
６

施設管理業務委託料
7,661千円（6.3%）

【令和3年度管理運営費】
5億3,205万7千円

維持
管理費
内訳

【歳入】【歳出】

最上川下流流域下水道
維持管理経費負担金
58,330千円（48.0%）

その他
840千円 （0.7%）

電気・電話・水道料等
14,697千円（12.1%）

消費税等
8,253千円 （6.8%）

国委託金、共済金、
延滞金等

27,223千円（5.1%）

一般会計繰入金
210,692千円
（39.6%）

町債
166,800千円
（31.4%）

使用料手数料
127,342千円
（23.9%）

公債費
（下水道事業債）

支払元金
316,909千円
（59.6%）

公債費
（下水道事業債）

支払利息
45,077千円
（8.5%）

維持管理費
121,429千円

（22.8%）

建設改良費
48，642千円（9.1%）

維持管理費内訳
汚泥処理・管路清掃等 4,112千円 （3.4%）
料金収納事務委託費 4,973千円 （4.1%）
人件費等 5,531千円（4.6%）
公営企業移行支援業務委託料等
6,930千円（5.7%）

施設管理修繕料等
10,102千円（8.3%）

の
給
付
状
況
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活
動
紹
介

　

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
は
、
町

内
に
あ
る
16
の
集
落
組
織
が
会
員
と
し
て
、

令
和
元
年
か
ら
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
は
約
５
６
0
人
が
構
成
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

田
ん
ぼ
・
農
道
・
水
路
等
の
維
持
・
管

理
を
目
的
に
、
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
、

花
の
植
栽
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化

の
伝
承
活
動
に
も
携
わ
る
な
ど
、
幅
広
く

農
業
や
地
域
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

本
委
員
会
の
会
員
で
あ
る
横
山
農
地
共

同
隊
で
は
、
手
作
業
に
よ
る
昔
な
が
ら
の

田
植
え
や
、
稲
刈
り
、
杭
掛
け
、
稲
返
し
、

稲
上
げ
と
い
っ
た
一
連
の
伝
統
的
農
法
を

実
践
し
、
そ
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

9
月
16
日
㈮
に
は
、
横
山
小
学
校
の
全

児
童
と
一
緒
に
、「
横
山
小
学
校
ふ
れ
あ

い
田
」
で
、
伝
統
的
農
法
に
よ
る
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
作
業

の
仕
方
や
、
一
連
の
作
業
を
行
う
理
由
な

ど
を
教
わ
り
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
作
業

し
、
米
作
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
一
年
生
の
後
藤
彩さ

な那
さ
ん

（
横
山
下
町
内
会
）
は
、「
稲
を
刈
る
と
こ

ろ
が
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
田
ん
ぼ
や
農

道
等
の
保
全
活
動
に
努
め
る
ほ
か
、
農
業

に
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

田
ん
ぼ
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
体
験
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

○�

問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課 

農
政

係	

☎
35
―
７
０
１
８

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
向
上
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
の 

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

農
業
は
、
米
や
野
菜
な
ど
食
料
の
生
産
を
担
う
一
方
で
、
自
然
環
境
の
保
全
や
文
化

の
伝
承
な
ど
た
く
さ
ん
の
役
割
を
有
し
、
そ
の
恵
み
は
、
私
た
ち
の
生
活
全
体
を
支
え

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
業
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
促
進
す
る
活
動
に
対
し
、
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
三
川
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。



₈

満
５
〜
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
満
５
～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

状
況
が
確
定
的
で
な
か
っ
た
こ
と
や
、
発

症
予
防
効
果
・
重
症
化
予
防
効
果
の
根
拠

が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
予
防
接
種
法

上
の
努
力
義
務
の
規
定
は
、
適
用
外
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行
下
で
の

一
定
の
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国

の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い
て
、「
小
児

（
満
５
～
11
歳
）
の
接
種
に
つ
い
て
努
力

義
務
を
適
用
す
る
こ
と
が
妥
当
」
で
あ
る

と
さ
れ
、
令
和
４
年
９
月
６
日
よ
り
小
児

（
満
５
〜
㆒㆒
歳
）
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
も
努
力
義
務
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

接
種
の
努
力
義
務
と
は

　
「
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
予
防
接
種
法
の
規

定
の
こ
と
で
、
義
務
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

感
染
症
に
対
す
る
緊
急
の
ま
ん
延
予
防

の
観
点
か
ら
、
接
種
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
こ
の
よ
う
な
規

定
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
接
種

の
効
果
と
安
全
性
を
本
人
と
保
護
者
が
十

分
に
理
解
し
た
上
で
、
接
種
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

満
５
〜
11
歳
の
３
回
目
接
種
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
満
５
～
11
歳
で
、
初
回

（
１
・
２
回
目
）
接
種
の
完
了
か
ら
５
カ

月
以
上
経
過
す
る
方
を
対
象
に
、
３
回
目

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
接
種
券
の
発
送　

２
回
目
接
種
を
令
和

４
年
６
月
３
日
ま
で
に
受
け
終
わ
っ
た

方
に
は
、
す
で
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
方
に
は
、
対
象
と
な
る
時
期

に
合
わ
せ
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

○
接
種
時
期

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

○
接
種
回
数

1
回

○
接
種
方
法　

町
の
集
団
接
種
を
基
本
と

し
て
実
施
し
ま
す
が
、
個
別
接
種
で
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
町
内
で
は
個
別
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
か
か
り
つ
け
医
以
外
の
町
外
の
医
療
機

関
で
個
別
接
種
を
受
け
る
際
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
療
機
関
が
所
在
す
る
市
町
村

に
「
住
所
地
外
接
種
届
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
使
用
ワ
ク
チ
ン　

小
児
用
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ワ
ク
チ
ン

※
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
持
ち
物　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
診
票
、
予
防
接
種
済
証
、
接
種
を

受
け
る
方
の
本
人
確
認
書
類
、
母
子
手

帳
、
お
薬
手
帳

◆
集
団
接
種
︵
予
約
が
必
要
で
す
︶

○
日　

時

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

※
接
種
日
に
満
12
歳
以
上
（
平
成
22
年
11

月
4
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方
は
、
対
象

外
で
す
。

○
会　

場

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル

○
定　

員　

１
４
０
人

○
予
約
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
ま

た
は
三
川
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

満
５
〜
11
歳
で
初
回（
1
・
２
回
目
）接
種

を
希
望
す
る
方
に
つ
い
て

　

満
５
～
11
歳
を
対
象
と
す
る
初
回

（
１
・
２
回
目
）
接
種
の
集
団
接
種
は
、

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
満
５
～
11
歳

の
初
回
（
１
・
２
回
目
）
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

専用コールセンター

◀インターネットからは
　㆓㆕時間予約できます

☎0120︲752︲770
（フリーダイヤル）

受付時間：午前⓽時～午後⓹時
（平日のみ）

　本町では、新型コロナワクチン接種を実施していますが、国から方針が示され、満5～11歳で、初回（1・2
回目）接種の完了から5カ月以上経過した方を対象とした3回目接種と、満12歳以上で、初回（1・2回目）接種
を完了し、前回接種から5カ月以上経過した方を対象に、オミクロン株対応ワクチン接種を実施します。

○問合せ先　三川町新型コロナワクチン接種事業プロジェクト班　☎66－3111

新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
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オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て（
成
人
を
含
む
満
12
歳
以
上
）

　

満
12
歳
以
上
で
、
初
回
（
１
・
２
回

目
）
接
種
を
完
了
し
、
前
回
の
接
種
日
か

ら
５
カ
月
以
上
経
過
し
た
方
を
対
象
に
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

○
接
種
券
の
発
送　

初
回
（
１
・
２
回

目
）
接
種
が
完
了
し
、
前
回
の
接
種
日

か
ら
５
カ
月
以
上
経
過
す
る
方
に
、
順

次
発
送
し
ま
す
。

※
未
使
用
の
接
種
券
（
３
・
４
回
目
用
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
接
種
券
を
使

用
で
き
ま
す
の
で
、再
発
送
は
し
ま
せ
ん
。

○
接
種
時
期

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

○
接
種
回
数

1
回

○
接
種
方
法　

町
の
集
団
接
種
を
基
本
と

し
て
実
施
し
ま
す
が
、
個
別
接
種
で
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
町
内
で
は
個
別
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
か
か
り
つ
け
医
以
外
の
町
外
の
医
療
機

関
で
個
別
接
種
を
受
け
る
際
は
、
あ
ら

か
じ
め
医
療
機
関
が
所
在
す
る
市
町
村

に
「
住
所
地
外
接
種
届
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
使
用
ワ
ク
チ
ン　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ま
た
は

モ
デ
ル
ナ
社
製
）

○
持
ち
物

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
診
票
、
予
防
接
種
済
証
、
接
種
を
受

け
る
方
の
本
人
確
認
書
類
、
お
薬
手
帳

◆
集
団
接
種
︵
予
約
が
必
要
で
す
︶

　

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
を
会
場

に
、
下
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

○
予
約
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
ま

た
は
三
川
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

※
初
回
（
１
・
２
回
目
）
接
種
を
完
了
し

て
い
な
い
方
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

※
初
回
（
１
・
２
回
目
）
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、個
別
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
と
は

　

従
来
株
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
両
方
に
対

応
し
た
「
２
価
」
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し
て
、
従
来
型
ワ

ク
チ
ン
を
上
回
る
重
症
化
予
防
効
果
と
と

も
に
、
持
続
期
間
が
短
い
可
能
性
が
あ
る

も
の
の
、
感
染
・
発
症
予
防
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
強
制
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
症
予
防
効
果
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
、
副
反
応
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
確
認
の

上
、
接
種
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
種
に
不
安
が
あ
る
場
合
な
ど

は
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
ご
相
談
の
上
、

接
種
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

日　程 定員 受付時間 会　場 使用ワクチン 予約開始日
1 10 月 22 日㈯ 250 人 午後 1 時～ 3 時 30 分

いろり火の里
なの花ホール

オミクロン株
対応ワクチン

ファイザー社製
または

モデルナ社製

受付中2 11 月 2 日㈬ 150 人 午後 5 時 30 分～ 8 時
3 11 月 27 日㈰ 250 人 午後 1 時～ 3 時 30 分
4 12 月 2 日㈮ 150 人 午後 5 時 30 分～ 8 時

11 月1日㈫
午前 9 時～

5 12 月 3 日㈯
600 人 午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分、

午後 1 時～ 3 時 30 分
6 12 月 4 日㈰
7 12 月16 日㈮ 150 人 午後 5 時 30 分～ 8 時

8 12 月17 日㈯
600 人 午前 8 時 30 分～ 11 時 30 分、

午後 1 時～ 3 時 30 分
9 12 月18 日㈰
※国からのワクチンの供給状況等により、日程が変更となる場合があります。
※使用するワクチンの種類は、町ホームページ等でご確認ください。
※令和 5 年 1 月以降の集団接種日程については、決まり次第、広報、ホームページでお知らせします。

（ 　 　 ）

オミクロン株対応ワクチン集団接種の予約・問合せ先

三川町新型コロナワクチン接種コールセンター

☎0120︲752︲770
受付時間：午前⓽時～午後⓹時（土・日曜日、祝日を除く）

※役場では予約の受付けをしていません。

◀インターネットからは
　㆓㆕時間予約できます



町長コラム
「誠・心・誠・意」

　

今
年
度
の
横
山
小
学
校
の
合
言
葉
は
、「
心
を
こ
め
て
、
笑
顔
で
挑
戦
、
横
山
小
」で

す
。
１
６
２
人
の
児
童
と
27
人
の
教
職
員
で
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
横
山
小
学
校
の「
よ
さ
」と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
、
２
つ
の
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

☆
知
識
基
盤
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び

本
校
で
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
市
川
伸
一
先
生
が
提

唱
す
る
、「
教
え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
」を
も
と
に
し
た
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
教
え
て
考
え
さ
せ
る
授
業
」と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
、
そ

れ
を
も
と
に
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
一
緒
に
考
え
合
う
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
深
い

理
解
に
つ
な
げ
る
と
い
う
授
業
理
論
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
授
業
理
論
の
実
践
の
場
と
し
て
、

算
数
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
先

生
が
児
童
に
問
題
の
解
き
方
を
教
え
、
ひ
と
と
お
り
の

理
解
を
促
し
ま
す
。
先
生
は
、
児
童
と
や
り
と
り
し
な

が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
も
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
本
当
の「
わ
か
っ
た
」

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
他
の
問
題
に
挑
戦
し
た
り
、
最
後

に
応
用
的
な
問
題
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
、
深
い
理
解

に
つ
な
げ
ま
す
。
先
生
は
、
児
童
が
ど
こ
で
つ
ま
ず
き

そ
う
な
の
か
、
要
所
を
押
さ
え
た
上
で
指
導
に
当
た
り

ま
す
。

　

問
題
を
解
く
と
き
は
、
自
分
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
教
え
合
っ
た
り
、
一
緒
に
考
え
た

り
し
ま
す
。
内
容
の
理
解
だ
け
で
な
く
、
仲
間
と
協
働

〜
心
を
こ
め
て
笑
顔
で
挑
戦
〜
　

今
、
大
事
に
し
て
い
る
横
山
小
学
校
の「
よ
さ
」か
ら

横山小学校
より

安
全
安
心
な
秋
を
目
指
し
て

　

９
月
21
日
、
テ
オ
ト
ル
で
行
わ
れ
た

「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
出
発
式
に

出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
に
あ
た
り
、

６
月
３
日
に
本
町
地
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
に
よ
り
、
１
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
歩
行
者
の
事
故

防
止
や
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指
し
、
街

頭
啓
発
活
動
な
ど
、
一
層
の
安
全
啓
発
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

山
形
県
内
の
令
和
３
年
の
時
間
帯
別
交

通
事
故
発
生
状
況
を
見
ま
す
と
、
午
後
４

時
か
ら
５
時
台
に
、
最
も
交
通
事
故
発
生

件
数
が
多
く
、
死
者
数
の
25
％
が
、
こ
の

時
間
帯
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
日
没
時
間

が
さ
ら
に
早
ま
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
運
転
者
は
、

ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
を
心
掛
け
、
歩
行

者
は
、
反
射
材
の
着
用
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
反
射
材
に
は
、
再
帰
反
射
と
い
う

性
質
が
あ
り
、
光
源
に
向
か
っ
て
そ
の
ま

ま
反
射
さ
れ
る
た
め
、
反
射
材
を
着
用
し

て
い
る
歩
行
者
は
、
着
用
し
て
い
な
い
歩

行
者
よ
り
も
、
２
倍
以
上
手
前
で
、
運
転

者
か
ら
発
見
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
反
射
材
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
稲
の
「
も
み
水
分
量
」
が

25
％
に
な
る
と
、
稲
刈
り
の
適
期
と
な
り

ま
す
が
、
刈
り
遅
れ
る
と
、
品
質
低
下
に

つ
な
が
り
ま
す
。
稲
刈
り
適
期
の
９
月
19

日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
大
型
台
風
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
で
は
大
き
な
被
害
が
な
く
、
安

心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
秋
の
農
作
業
が
本
格
化
す
る
９

月
、
10
月
は
、「
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」

の
重
点
期
間
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
に
お
け
る
、
令
和
２
年
の
就
業
者
10
万

人
当
た
り
の
死
亡
事
故
者
数
は
、
10
・
８

人
で
、
建
設
業
と
比
べ
る
と
、
約
２
倍
高

い
数
値
で
す
。
生
産
者
の
安
全
確
保
が
、

消
費
者
の
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

農
作
業
時
の
安
全
確
保
に
、
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

　

安
全
安
心
な
秋
を
目
指
し
、
引
き
続
き

交
通
と
農
作
業
の
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲「秋の交通安全県民運動」出発式
　オープニングセレモニー

1₀



三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
み
ん
な
で
一
緒
に
学
ぶ
」よ
さ
や
、
楽
し
さ
の
実
感
に
つ
な

げ
ま
す
。

21
世
紀
は
、「
知
識
基
盤
社
会
」で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
に
つ
け
た
知
識
を

も
と
に
、
仲
間
と
協
働
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
た
り
、
知
識
を
創
り
出

し
た
り
す
る
学
び
を
大
事
に
し
て
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

☆
心
の
根
っ
こ
を
育
て
る
体
験
活
動
の
充
実

　

本
校
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
来
、
宮
城
県
南
三
陸

町
へ
の
修
学
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
で
11
年
目

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
ア
ル
ミ
缶
回
収
や
募
金
を

行
い
、
義
援
金
を
届
け
て
き
ま
し
た
。
語
り
部
の
方
が

思
い
を
込
め
て
語
る
震
災
の
実
体
験
は
、
い
の
ち
に
つ

い
て
の
深
い
学
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
復
興

を
目
指
し
た
新
し
い
町
づ
く
り
や
、
リ
ア
ス
海
岸
の
豊

か
な
自
然
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
学
び
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

５
年
生
は
、
毎
年
、
金
峰
少
年
自
然
の
家
か
ら
、
横

山
小
学
校
ま
で
の
17
㎞
の
道
の
り
を
、
徒
歩
で
帰
っ
て

く
る
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
は
、
初

夏
の
暑
さ
の
中
、
次
第
に
汗
と
疲
労
に
見
舞
わ
れ
ま
す

が
、
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
粘
り
強
く
歩
き

続
け
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
は
、
駆
け
寄
っ
た
全
校
児

童
に
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
、
今
年
も
心
に
残
る
感
動
的
な

シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
の
協
力
に
よ
る
体
験
活
動
も
、
横
山
小
学

校
の「
よ
さ
」と
し
て
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、「
ふ
れ
あ
い
田
稲
作
活
動
」を
、
全
校
児
童
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
相
撲
土
俵
入
り
や
伝
承
ク

ラ
ブ
に
よ
る
獅
子
舞
・
御
神
楽
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

指
導
者
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
験
活
動
の
充
実
が
、
子
ど
も
た
ち

の
心
の
根
っ
こ
を
太
く
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
横
山
小
学
校
の「
よ
さ
」を
育
て
て
行
く
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

俳　
壇

夕
暮
れ
て
雨
上
が
り
た
る
虫
の
声

工
藤
ひ
ろ
し

お
茶
う
け
の
梅
干
し
甘
き
酷
暑
か
な

佐
藤　

誠
爾

運
動
会
み
ど
り
の
帽
子
蝉
の
寺

斎
藤　
　

優

実
り
田
や
農
一
筋
に
生
き
老
い
ぬ

飯
野　

藤
子

野
分
あ
と
蛇
口
の
水
の
生
温
し

庄
野
す
み
れ

秋
に
な
り
し
っ
か
り
前
進
汗
拭
う

土
田　
　

秀

三
度
目
の
蟇
と
の
遭
遇
闇
深
し

春
山　

夏
海

虫
の
声
一
人
に
慣
れ
て
き
た
り
け
り

菅
原
た
け
お

歌　
壇

ね
じ
花
の
螺
旋
階
段
の
ぼ
り
つ
め
大
虻
青
い
空
へ
飛
び
た
つ

佐
藤　
　

頴

友
描
く
月
見
草
の
黄　

い
ろ
褪
せ
ず
我
が
部
屋
に
あ
り
て
五
十
年
過
ぐ

齋
藤　

久
繁

雑あ
ら
く
さ草
に
数
鳴
く
虫
に
際
立
ち
て
高
く
き
こ
ゆ
る
蟋
蟀
の
声

前
田
キ
ヌ
エ

脱
皮
せ
し
蝉
の
体
の
透
明
を
母
に
た
ず
ね
し
幼
き
時
に

土
田　
　

秀

庭
で
鳴
く
虫
の
合
唱
聞
き
い
れ
ば
涼
や
か
な
音
の
胸
に
沁
み
込
む

佐
藤　

博
政

蝉
の
声
虫
の
鳴
く
音
も
聞
か
ぬ
秋
難
聴
故
か　

違
う
気
も
す
る

五
十
嵐
松
男

稲
田
飛
ぶ
操
作
も
た
し
か
防
除
ヘ
リ
農
業
機
械
の
進
化
め
ざ
ま
し

齋
藤
与
次
雄

11 2022.10.15
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　健康増進事業の推進や、地域経済の活性化支
援等を目的とした、連携協定を町と締結してい
る明治安田生命保険相互会社から、町に41万円
が寄附されました。
　同社は、地元がいつまでも活気あふれる場所
として、持続的な発展を支援する「地元の元気プ
ロジェクト」を推進し、健康寿命と平均寿命の差
を縮めていきたいと述べられました。
　寄附金は、ご厚意に沿うよう活用させていた
だきます。

地域貢献のために

明治安田生命保険相互
会社から寄附をいただきました

　9月17日㈯、みかわ保育園・幼稚園の親子運
動会が、3～5歳組の組ごとに時間を分けて行わ
れました。
　多人数が集まって体操やダンスなどを一斉に
行う集団演技「マスゲーム」が、各組で行われ、
園児がそれぞれ考えた決めポーズを嬉しそうに
披露していました。
　親子競技では、園児が作った小道具を使用し
た競技が行われ、親子が力をあわせて取り組む
姿が印象的でした。

9/16
(金)

　9月11日㈰、横山小学校を主会場に三川町総合防
災訓練が行われ、横山上・中・下自主防災会や消防
団、消防署など多くの関係団体が参加しました。
　地震による甚大な被害発生を想定した各種訓練が
行われる中、横山小学校体育館には避難所が開設さ

れ、物資搬送、給水、給食訓練など、自主
防災会を主体とした訓練も行われました。

　  参加者は、実際に起こる災害に備
え、緊張感を持って訓練に取り組ん
でいました。

　9月16日㈮、高齢者の安心・権利を守る研修会が子
育て交流施設テオトルで行われました。
　この日は、酒田市出身の弁護士、仲野純一さんに
よる講演「知って安心！相続・遺言と成年後見制度」
が行われ、参加者は熱心にメモをとっていました。
　また、遺言書の書き方や配布された「もし
もに備える安心ノート」の使い方の説明
を受けた参加者は、自分らしく安心し
て生きていくためには、もしもの備
えが大切だと感じているようでした。

9/11
(日)

練習の成果を披露

みかわ保育園 ・
幼稚園親子運動会

9/17
(土)

9/16
(金)

住み慣れた地域で自分らしく

高齢者の安心 ・権利を
守る研修会

地域貢献のために

明治安田生命保険相互
会社から寄附をいただきました

れ、物資搬送、給水、給食訓練など、自主
防災会を主体とした訓練も行われました。

　  参加者は、実際に起こる災害に備
え、緊張感を持って訓練に取り組ん

　また、遺言書の書き方や配布された「もし
もに備える安心ノート」の使い方の説明
を受けた参加者は、自分らしく安心し

幼稚園親子運動会

まちかど
写真館

地域防災力の強化を目指し

三川町総合防災訓練

まちかど写真館

▲給水訓練の様子
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糖
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

「
血
糖
値
が
高
い
方
」、「
糖
尿
病
治
療
中

の
方
や
そ
の
家
族
」
を
対
象
に
、
糖
尿
病

と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
教
室

（
全
４
回
）
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

①
10
月
19
日
㈬
、
②
11
月
１

日
㈫
、
③
11
月
22
日
㈫
、
④
12
月
７
日

㈬
（
時
間
：
①
②
午
前
10
時
～
、
③
④

午
後
１
時
30
分
～
）

○
会　

場　

①
③
三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
②
三
川
町
公
民
館
、
④
子
育
て

交
流
施
設
テ
オ
ト
ル

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
内　

容　

①
測
定
会
と
座
談
会
「
自
分

を
知
っ
て
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
♪
」
②

調
理
実
習
「
自
分
へ
ご
ほ
う
び
美
味

し
い
お
弁
当
を
作
ろ
う
」
③
講
話
「
糖

尿
病
予
防
と
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
④
運
動

「
筋
力
ア
ッ
プ
で
糖
コ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
」

○
定　

員

20
人

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉

課
健
康
係

☎
35
―
７
０
３
３

に
こ
に
こ
介
護
者
ほ
っ
と
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
方
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
に
こ
に
こ
介
護
者
ほ
っ
と

カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
介
護
の
大
変
さ
や
不
安
な
ど
、
介
護

者
同
士
が
話
し
合
い
、
情
報
交
換
で
き
る

場
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

11
月
１
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
（
出
入
り
自
由
）

○
会　

場　

三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

介
護
相
談
や
お
し
ゃ
べ
り
、

お
楽
し
み
交
流
な
ど

○
参
加
費　

１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

○
マ
イ
チ
ャ
レ
ポ
イ
ン
ト

10
ポ
イ
ン
ト

○
申
込
み
締
切
り

10
月
25
日
㈫
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
健
康
福
祉
課

内
）

☎
35
―
７
０
３
１

た
地
域
で
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
悩
み
や
意
見
を
共

有
し
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
会
の
活
動
を

継
続
す
る
た
め
、
当
会
の
活
動
に
賛
同
、

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
町
民
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
事
務
局
（
三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
66
―
４
４
１
０

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
み

時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日　

時

11
月
４
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

○
内　

容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
定　

員　

先
着
６
人

○
相
談
員　

加
藤
栄
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日

10
月
25
日
㈫　

午
前

８
時
30
分
～

※
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

ま
も
な
く
終
了
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規
交
付
者
へ
の

菜ナ

のノ

Ｃカａ
交
付
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
新
規
交
付
を
受
け
た
町
民
の
方
に
、
２
，

０
０
０
円
分
の
三
川
町
地
域
通
貨
「
菜㋤

の㋨

Ｃ㋕ａ
」
を
交
付
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
し

て
か
ら
交
付
さ
れ
る
ま
で
約
１
カ
月
か
か

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
交
付
を
申
請
さ
れ
る

方
は
、
菜
の
Ｃ
ａ
の
交
付
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
（
11
月
30
日
ま
で
に

カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
し
た
方
で
は
な
く
、

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
方
が
対
象
）。

　

ま
た
、
期
間
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
新
規
交
付
を
受
け
た
方
で
、
現
在
菜

の
Ｃ
ａ
引
換
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
早

め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
（
交
換
期
限
12

月
27
日
㈫
ま
で
）。

○
問
合
せ
先　

役
場
産
業
振
興
課
商
工

観
光
係

☎
35
―
７
０
１
５

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
募
集

　

三
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、「
知

的
な
障
害
の
あ
る
人
の
幸
せ
」
を
高
め
る

た
め
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
持
っ

た
親
が
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
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や
ま
が
た
女
性
の
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ

○
日　

時

11
月
４
日
㈮
、
５
日
㈯　

午

前
10
時
～
午
後
４
時

○
内　

容　

地
球
と
体
に
優
し
い
マ
ル

シ
ェ
、
お
下
が
り
交
換
会
、
生
理
用

品
の
無
料
配
布　

他

①
親
子
で
英
語
あ
そ
び
ミ
ニ
体
験
会

○
日　

時　

４
日
㈮　

午
前
10
時
15
分
～
、

11
時
15
分
～

②﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
お
話
会
﹂

○
日　

時　

４
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時

③
親
子
で
楽
し
む
映
画
上
映
会

○
日　

時　

５
日
㈯　

午
前
10
時
～
、
午

後
３
時
30
分
～

④
よ
ね
さ
ん
の
紙
芝
居

○
日　

時　

５
日
㈯　

午
後
１
時
～
２
時

◆
共
通

○
会　

場　

古
今
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
（
鶴
岡
市

山
王
町
）

○
対　

象　

興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

○
そ
の
他　

②
③
は
定
員
・
入
場
料
あ
り

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

ナ
リ
ワ
イ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

☎
０
８
０
―
６
５
１
６
―
０
４
２
１

第
11
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

　

庄
内
在
住
の
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な

い
外
国
の
方
々
が
、
自
分
の
国
の
こ
と
や

日
本
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
自
由
に
テ
ー

マ
を
決
め
、
日
本
語
で
発
表
し
ま
す
。
出

場
者
の
発
表
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

11
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分

○
内　

容　

ス
ピ
ー
チ
の
部
、
暗
唱
の
部

○
入
場
料　

無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
Ｚズ

ー

㋰

Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
会
場
・
問
合
せ
先　

出
羽
庄
内
国
際
村

（
鶴
岡
市
伊
勢
原
町
）☎
25
―
3
６
０
０

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

○
日　

時

11
月
11
日
㈮　

午
後
４
時
30

分
～
、
午
後
７
時
～
、
11
月
12
㈯　

午

後
２
時
～
、
午
後
４
時
～

○
内　

容　

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
星
空
を

眺
め
、
快
眠
へ
と
誘
う
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
（
約
50
分
）

○
対　

象　

中
学
生
以
上

○
定　

員　

各
回
先
着
45
人

○
費　

用　

中
学
生
１
０
０
円
、
高
校
生

以
上
２
０
０
円

○
申
込
み
開
始
日

10
月
31
日
㈪
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

中
央
公
民
館
（
鶴
岡
市
み
ど
り
町
）

☎
25
―
１
０
５
０

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は　

　
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
▼

鶴
岡
市
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

開
館
40
周
年
記
念
講
演
会

○
日　

時

11
月
27
日
㈰　

午
後
２
時
～

３
時
40
分

○
会　

場　

鶴
岡
市
中
央
公
民
館　

市
民

ホ
ー
ル
（
鶴
岡
市
み
ど
り
町
）

○
内　

容

講
演
「W

om
en Be Am

bitious!

～

女
性
よ
、
大
志
を
い
だ
こ
う
！
～
」

（
講
師
：
昭
和
女
子
大
学
理
事
長
・
総

長
坂
東
眞
理
子
氏
）

○
対　

象　

三
川
町
、
鶴
岡
市
、
庄
内
町

に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

○
定　

員　

先
着
４
０
０
人

○
入
場
料　

無
料

○
申
込
み
締
切
り

11
月
11
日
㈮
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
中
央
公

民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24
―
２
３
４
０

ま
た
は
鶴
岡
市
中
央
公
民
館
☎
25
―
１

０
５
０

山
形
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

山
形
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
６
日
か
ら

８
５
４
円
（
１
時
間
あ
た
り
）
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
問
合
せ
先　

山
形
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
３
―
６
２
４
―
８
２
２
４
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■
鶴
岡
市

関
川
し
な
織
ま
つ
り

○
日　

時

10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
、
10
月
23
日
㈰　

午
前
９
時

～
午
後
３
時

○
内　

容　

し
な
織
製
品
の
展
示
販
売
、

コ
ー
ス
タ
ー
織
体
験
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
（
し
な
織
音
頭
、
鶴
岡
中

央
高
校
天
魄
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、

関
川
地
域
の
農
産
物
等
の
販
売
な
ど

○
会
場
・
問
合
せ
先

関
川
し
な
織
セ
ン

タ
ー
（
鶴
岡
市
関
川
）
☎
47
―
２
５
０
２

～
鼠
个
関
港
～
と
れ
た
て
！
お
魚
市

「
エ
ビ
・
カ
ニ
祭
り
」

○
日　

時

10
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時

○
会　

場　

県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場

（
鶴
岡
市
鼠
ヶ
関
）

○
内　

容　

エ
ビ
汁
・
カ
ニ
汁
販
売

○
問
合
せ
先　

鼠
ヶ
関
地
域
協
議
会

☎
44
―
２
１
１
２

■
酒
田
市

黒
森
歌
舞
伎
　
特
別
公
演

　

黒
森
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら

黒
森
日
枝
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
農
民
歌
舞
伎
で
、
２
８
０
年
以
上
に
わ

た
り
黒
森
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

延
期
し
て
い
た
今
年
の
正
月
公
演
を
行

い
ま
す
。

○
日　

時

10
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

○
会　

場　

黒
森
歌
舞
伎
演
舞
場
（
酒
田

市
黒
森
）

○
内　

容　
「
本ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝
」

○
定　

員　

２
５
０
人

○
費　

用　

無
料

○
申
込
み　

当
日
会
場
へ

○
そ
の
他　

撮
影
の
際
、
三
脚
の
使
用
は

禁
止
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

黒
森
歌
舞
伎
保
存
会
事
務

局
（
酒
田
市
社
会
教
育
文
化
課
内
）

☎
０
２
３
４
―
24
―
２
９
９
４

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
・

延
期
な
ど
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
庄
内
町

清
川
歴
史
公
園
　
関
所
ま
つ
り

○
日　

時

11
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

○
内　

容

◆
新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
セ
ッ
ト
、
東
風
そ
ば
、
麦
切
り

販
売

◆
観
光
案
内
コ
ー
ナ
ー

関
所
周
辺
の
寺
、
御
殿
林
、
大
堰
、
神

社
な
ど
観
光
案
内
（
30
分
無
料
）

◆﹁
幕
末
の
志
士
・
清
河
八
郎
を
学
ぼ
う
﹂

＆﹁
紙
甲
冑
着
付
け
体
験
﹂︵
申
込
み
必
要
︶

清
河
八
郎
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
参
加
賞

あ
り
）、
紙
甲
冑
着
付
け
体
験

○
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
、
11
時
30

分
～

◆﹁
清
河
八
郎
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会

コ
ー
ナ
ー
﹂

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
放
映
、

グ
ッ
ズ
販
売
な
ど

◆
抹
茶
コ
ー
ナ
ー︵
予
約
制
︶

○
時　

間　

午
後
２
時
30
分
～
、
３
時
15

分
～

○
費　

用　

抹
茶
と
和
菓
子
セ
ッ
ト

４
０
０
円

○
会
場
・
問
合
せ
先　

清
川
歴
史
公
園
清

川
関
所
（
庄
内
町
清
川
）

☎
０
２
３
４
―
25
―
５
８
８
５

■
遊
佐
町

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾

「
金
俣
の
新
そ
ば
で
、
そ
ば
打
ち
体
験
」

　

金
俣
の
新
そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打
ち
の

新
そ
ば
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日　

時

11
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
、
12

日
㈯
、
13
日
㈰　

各
日　

午
前
10
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

○
受
講
料　

各
日　

２
，
2
０
０
円

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

○
定　

員　

各
日
先
着
７
人
（
事
前
申
込

み
必
要
）

○
申
込
み
締
切
り　

各
日
５
日
前
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

四
季
の

森
し
ら
い
自
然
館
（
遊
佐
町
白
井
新

田
）

☎
０
２
３
４
―
72
―
２
０
６
９

三川町
公式LINEアカウント

ID:@mikawa-town

友だち追加は
こちらから

行政情報、イベント情報
などを配信！
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 　ごみのないきれいな三川町を目指し、町では10月に集中的に不
法投棄防止の啓発や監視パトロールなどを実施しています。
　不法投棄は、環境を破壊する違法行為であり、不法投棄した量の
多少に関わらず、行った者（未遂を含む）には重い罰則（5年以下の懲
役または1,000万円以下の罰金）が科せられます。会社や団体が不
法投棄を行った場合には、さらに3億円以下の罰金が科せられます。
　不法投棄された現場を発見した際は、速やかに役場建設環境課

（☎35－7036）、県庄内総合支庁環境課（☎66－4914）または三川駐
在所（☎66－2210）までお知らせください。

【ごみ収集量実績】
9月収集量

R4年度（R3年度） 対前年度増加率
も  や  す  ご  み 130.01t（128.08t） 1.51％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル 	 4.11t　（5.15t） ▲20.19％
び ん ・ 缶 	 6.74t　（4.31t） 56.38％
金 属 ・ そ の 他 	 2.47t　（3.47t） ▲28.82％
廃 蛍 光 管 ・ 廃 乾 電 池 等 	 0.00t　（0.00t） －％

合　　　計 143.33t（141.01t） 1.65％
○問合せ先　役場建設環境課 環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
10月は不法投棄パトロール

強化月間です
みかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter

▲�不法投棄現場に設置している看板

山形県新型コロナ相談窓口のご案内
1．発熱や咳などの「軽い症状」がある場合のご相談

2.「陽性」になった場合の登録や自宅療養中の健康相談

◆かかりつけ医がある場合　定期的に受診している医師に相談ください　※受診前に必ず電話で受診相談をお願いします

◆かかりつけ医がない場合　受診相談コールセンター　0120-88-0006 （24 時間受付）

3．新型コロナ全般に関するご相談

陽性者健康フォローアップセンター
☎050-5530-2138 （24 時間受付）自己検査等で

陽性になった方
専用WEBサイトから
登録（24時間受付）
登録はこちらから→ 
自己検査等で陽性になった方
の登録方法に関するお問合せ
☎050-5444-2359（9:00～17:00）

医療機関で陽性と診断
された方（発生届対象外）

療養中のご相談・お問合せ

専用WEBサイトから
登録（24時間受付）
登録はこちらから→ 

◆自宅療養中の体調不安や症状悪化時の相談
◆自宅療養に関する問合せに対応
（療養期間、食料支援、宿泊療養ほか）
◆医療機関で陽性診断の方(発生届対象外)の登録相談
※陽性者登録をしていない方も相談可能です

■「無症状」の方のご相談
一般相談コールセンター 0120-56-7383

（受付時間 8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）
■コロナ後遺症に関するご相談

県コロナ後遺症コールセンター 0120-56-7690
（8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）

■ワクチンの副反応等に関するご相談
県ワクチンコールセンター 0120-567-690

（8:30 ～ 18:00 土日祝日も含む）

■こころの健康に関する相談
県精神保健福祉センター 023-631-7060

（平日月～金 9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00）

■聴覚・言語障がいのある方のご相談
県コロナ収束総合企画課（FAX） 023-625-4294

（平日 8:30 ～ 17:15）
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Information

2022.10.15

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

△ 人口の動き 

△

（令和4年9月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,228人（減6人）　男3,545人（減1人）　女3,683人（減5人）
　増減の内訳　・転入10人・転出▲11人・出生3人・死亡▲8人
■世帯数／2,484戸（増1戸）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和₄年₉月届出 （敬称略）

菅原　雪江（₉7歳） 横 山 上

齋藤美代野（₉7歳） 押切下町

佐藤　みね（₉₂歳） 猪　　子

今井九右衞門（₈7歳） 対　　馬

佐藤　友治（₉₄歳） 天 神 堂

佐藤　敦子（₅₄歳） 上　　町

志田　仁美（₈₂歳） 横　　内

宇佐美彦太郎（₉₅歳） 横 山 下

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から20年前の平成14年10
月に発行された広報です。表紙の写真は、みかわ保育園・幼
稚園親子運動会の様子です。
　今年の親子運動会の様子は、本紙12ページまちかど写真
館で紹介していますが、当時の親子運動会では、「玉入れ」、

「綱引き」などのほか、パン食い競争ならぬ「りんご狩りに
行こう」競争などユニークな競技が行われました。
　また、今年の親子運動会では、新型コロナウイルス感染症
の影響により、来賓や保護者数に制限はありましたが、保護
者への限定動画配信を行うなど、時代にあわせた工夫があり
ました。その一方で、映し出された親子の笑顔は、今も昔も
変わらないと感じられます。

【平成₁₄年₉月末日現在の総人口：₇，₉₃₃人】

あの頃のみかわ
今から20年前のみかわ 【平成14年（2002年）10月】

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。

鶴岡信用金庫様

9月分　1,211人
　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

休日夜間診療のお知らせ
場所：鶴岡市総合保健福祉センター 「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町⓹-叅₀）鶴岡市

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
月・土曜日

※ 12 月～ 3 月は火～金曜日も開所します。 内科、小児科、外科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日） 内科、小児科、外科

9：00～12：00
18：00～21：00

※12月～3月は午後⎝13：30
　～17：00⎠も診察します。

◆休日歯科診療所◆
☎23－0372

開　所　日 診　療　科 受付・診療時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日） 歯科 9：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。

�受診前に必ずお電話ください。感染症対策のため、
症状を確認の上、受診のご案内をしています。
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表・紙・の・写・真
ぬいぐるみ〝みかわん〟

　三川町観光協会が作成し
たみかわんのぬいぐるみが、
広報みかわに初登場しました。
　今後、イベント等での販売
が予定されていますので、楽
しみにしていてください。

本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

　 みかわ秋まつり
◆特別展示・一般展示等�
○日　時　11月3日（木・祝）～11月6日㈰
　　　　　午前9時～午後5時（6日は午後3時まで）
○会　場　三川町民体育館（入場無料）
○内　容　 特別展示「ブナの声 2022 斎藤政広写真展　

～しぜんというおもしろさ ぼくのがっこう」、
町民による各種作品展示、物産販売ほか

○問合せ先　町教育委員会 社会教育係（テオトル内）
☎64－8310

○問合せ先　三川町観光協会　☎⓺⓺－㆕₀⓹⓺

芸術文化協会 第1回 踊りの会
○日　時　10月30日㈰　午後1時30分～
○会　場　子育て交流施設テオトル
　　　　　多目的ホール（入場無料）
○内　容　 町内各種団体による踊り・

舞いほか

第36回 町民音楽会～ふれあいコンサート～
○日　時　11月13日㈰　午後1時30分～　
○会　場　子育て交流施設テオトル
　　　　　多目的ホール　（入場無料）
○内　容　 町内各種団体・個人による

演奏コーラスほか

イベントのお知らせ

縦横約₂₀㎝

◀前
▼後

縦横約₂₀㎝

申込み 10月23日㈰まで

10/15㈯
▼

11/27㈰


